
ラフマット・ゴーベル 
ジャカルタ在住、生年月日 1962 年 9月 3日 

 

経歴書 
 

ゴーベル・インターナショナル 取締役社長 

 

ゴーベル・インターナショナルは、通商産業のビジネス活動を統合する正式事業体として 1994 年に

設立されたプリブミ系ビジネスグループの親会社である。1954 年に故モハマド・ゴーベルがトランジス

タラジオ・マニュファクチャリングを設立し、ゴーベルグループの前身が生まれ、「Radio Tjawang」のト

レードマークでインドネシアのトランジスタラジオ製造業のパイオニアとなった。 

 

1960 年にトランジスタ・ラジオ・マニュファクチャリングは、エレクトロニクス電気製品の世界的リーダー

の一員である松下電器産業株式会社（現パナソニック株式会社）と技術援助契約を締結。ゴーベル

事業の拡大は、1962 年にジャカルタで開催されたアジアンゲームによって助長された。インドネシア

の人々が自国で行われるアジアンゲームを楽しみ、このスポーツイベントが成功するために、ゴーベ

ルは1万台のテレビセットの注文を受けた。1970年7月27日以来、ゴーベル家は松下のインドネシ

アでの合弁事業の提携パートナーとなっている。 

 

1984 年の父モハマドの逝去に伴い、ラフマット・ゴーベルは一族のリーダーとなり、現在のゴーベル・

グループを創り上げた。松下との長年に渡る相互信頼に基づくパートナシップは、ゴーベル・グループ

の重要な基礎であり続けている。2000 年に合弁事業の契約期間が終了となった際には、その当時

のインドネシア国内の経済見通しが悪かったにも関わらず、松下は躊躇することなく契約更新を行っ

た。2010年にパナソニック株式会社とゴーベル・グループは、パナソニック・ゴーベルの50周年記念

式典を行った。 

 

ゴーベル・インターナショナルは現在、産業ケータリング、サービス業、貿易業、統合ロジスティックス

マネージメントなどの、食品やホスピタリティ事業への展開を行っている。 

 

インドネシア経済界における高い評判により、ラフマット・ゴーベルは世界有数の通信会社であるカタ

ールテレコム(Qtel)と 2008 年 7月に戦略提携を結んだ。 

 

コーポレート・ポートフォリオ 

 

ゴーベル・グループ その他 合弁事業・企業 

・PT Panasonic Manufacturing Indonesia ・PT Gobel Dharma Nusantara 

・PT Panasonic Gobel Energy Indonesia  ・PT Go Trans Logistics International  

・PT Panasonic Helthcare Indonesia ・PT Gobel Dharma Sarana Karya 

・PT Panasonic Electric Works Gobel  ・PT Elmapuri Gopita 

      Manufacturing Indonesia  

・PT Panasonic Gobel Indonesia ・PT Java Paradise Island 

・PT Panasonic Electric Works Gobel Sales  

    Indonesia 

・PT Nusantara Parkerizing  



学歴・研修 

 

2000 年 名誉博士号取得 ― 拓殖大学・東京 

1988 年－1989 年 松下電器産業株式会社本社・大阪にて実地研修を受ける 

1987 年 中央大学商学部商業・貿易学科卒業 商学士取得 

 

 

賞歴 

 

1997 年 「中小企業開発功労賞」 

 中小企業開発省・インドネシア 

2009 年 「製造テクノロジー分野におけるエンジニアリング優秀賞」 

  応用テクノロジー評価機関・ジャカルタ 

2009 年 「ＢＮＳＰコンピーテンシー賞」 

  国立職業認定局・ジャカルタ 

2011 年 「アジア生産性機構・地域賞」 

 アジア生産性機構・東京 

 

 

職歴 

 

1994－現在 ゴーベル・インターナショナル 取締役社長 

2002 年－現在 パナソニック マニュファクチャリング インドネシア 理事 

  （旧 ナショナル・ゴーベル） 

1993 年－2002 年 ナショナル・ゴーベル 取締役副社長 

1991 年－1993 年 ナショナル・ゴーベル 企画役員 

1989 年－1991 年 ナショナル・ゴーベル 取締役社長付 

 

2004 年－現在 社長理事、パナソニック・ゴーベル インドネシア 

 （旧 ナショナル パナソニック ゴーベル） 

 

1993 年－2004 年 ナショナル パナソニック ゴーベル 取締役社長 

1992 年－1993 年 ナショナル パナソニック ゴーベル 取締役副社長 

 

2006 年－現在 Gobel Dharma Nusantara 取締役社長 

2003 年－2006 年 Gobel Dharma Nusantara 社長理事 

 

1998 年－現在 パナソニック・ゴーベル エナジー インドネシア 社長理事 

 （旧 松下ゴーベル電池） 

1994 年－1998 年 松下ゴーベル電池 取締役員 

 

1994 年－現在 パンソニック エレクトリックワークス ゴーベル マニュファクチャリング  

 インドネシア   社長理事 

    （旧 松下・ゴーベル エレクトリックワークス マニュファクチャリング）  



1995 年－現在 パナソニック ヘルスケア インドネシア  社長理事 

  （旧 松下寿電子工業・インドネシア） 

 

1994 年－現在 パナソニック エレクトリックワークス ゴーベル セールス インドネシア 

 社長理事  

 （旧 松下電工ゴーベル） 

 

2000 年－現在 Nusantara Parkerizing 社長理事 

1999 年－2000 年 Nusantara Parkerizing 副社長理事 

 

2002 年－現在 Parker Metal Treatment Indonesia 副社長理事 

 

2004 年－現在 Smart, Tbk 理事 

 

2008 年－現在 Indosat, Tbk 理事 

  2008 年 8月 Qtel より Indosat 理事会の代表者として任命される 

 

2012 年－現在 Visi Media Asia, Tbk. (VIVA) 理事 

 

 

 

所属団体（職業・スポーツ・社会活動） 

 

職業・ビジネス 

会員 インドネシア・イノベーション委員会 

 

会員 ミレニアムチャレンジアカウント・インドネシア 評議員会 

 

副会長 インドネシア商工会議所 諮問委員会 

 

副会長 インドネシア経営者団体 

 

会長 インドネシア再生可能エネルギー協会 

 

後援者 インドネシア旅行業協会連盟 

 

会長 インドネシア電気産業協会 諮問委員会 

 

会長 インドネシア電気テレマティック産業協会連盟  



スポーツ 

会長 2011 年 東南アジア競技大会 組織委員会 

 

会員 インドネシア空手道スポーツ連盟 諮問委員会 

 

会員 インドネシアアーチェリースポーツ協会 諮問委員会 

 

社会活動 

会長 インドネシア日本友好協会 

 

会長 インドネシア元日本留学生協会 

 

会長 Melati-Sakura 財団法人 

 

後援者 松下ゴーベル財団法人 

 

副会長 インドネシア赤十字 

 

以上 


